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第52回総会
こんな事もしています！

一度来てみませんか？

日　時　平成29年５月13日（土）
　　　　12：00 〜 14：00

場　所　箕面高校食堂

★会務報告、決算報告等
★軽食、懐かしい食堂メニュー、ソフトドリンク
★お楽しみビンゴゲーム等

卒業して20年目の期の方へ卒業成人式として
葉書を出しています。今年は“32期生”です。
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陽
春
の
候
、
光
楓
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
健
勝
で
お
変
わ
り
な
く
ご
活
躍
の
事
と
存
じ

ま
す
。
平
素
は
光
楓
会
活
動
・
運
営
に
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
、心
よ
り
御
礼
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
に
は
、
光
楓
会

発
会
五
十
周
年
を
迎
え
、
祝
賀
会
を
催
し
、
沢
山
の

方
々
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

五
十
周
年
と
言
う
の
は
、
一
期
生
の
方
々
が
卒
業

し
て
五
十
年
が
過
ぎ
た
と
言
う
事
で
あ
り
、
今
年
は

三
期
生
の
方
々
が
卒
業
し
て
五
十
年
と
言
う
事
に
な

り
ま
す
。
誠
に
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。

　

昨
年
は
三
五
三
名
の
卒
業
生
が
あ
り
、
今
年
は

三
九
七
名
の
生
徒
が
巣
立
ち
ま
す
。
光
楓
会
の
会
員

数
は
、
二
三,
六
四
五
名
と
な
り
、
厚
味
が
ど
ん
ど
ん

増
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
残
念
な
事
に
卒
業
し
て
し
ま
う
と
、
な
か

な
か
母
校
と
の
接
点
が
持
ち
に
く
く
な
り
ま
す
。
光

楓
会
で
は
、
五
月
の
総
会
の
折
、
ま
た
秋
の
文
化
祭

に
母
校
に
足
を
運
ん
で
頂
け
る
よ
う
ご
案
内
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

春
、
五
月
の
総
会
は
、
母
校
の
食
堂
を
お
借
り
し

て
毎
年
第
二
土
曜
日
、
十
二
時
か
ら
十
四
時
ま
で
約

二
時
間
行
い
、
懇
親
会
に
は
軽
食
の
用
意
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
時
に
は
卒
業
生
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
卒
業
し
て
二
十
年
の
方
々
に
「
卒
業
成
人
式
」

と
名
付
け
て
ご
案
内
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の

集
い
が
今
後
の
期
会
の
き
っ
か
け
に
な
り
、
よ
り
交

流
が
活
発
に
な
れ
ば
良
い
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

光
楓
会
で
は
、
各
期
会
開
催
に
お
祝
金
一
万
円
、
又

は
住
所
の
宛
名
シ
ー
ル
を
差
し
上
げ
る
か
の
応
援
を

し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
母
校
文
化
祭
で
は
、
光
楓
会
ル
ー
ム
で
お
茶

や
お
菓
子
を
用
意
し
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見
た
り
、

ゆ
っ
く
り
語
ら
っ
た
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

た
り
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

光
楓
会
報
は
二
年
に
一
度
、
光
楓
会
名
簿
は
五
年

に
一
度
位
の
割
合
で
、
多
少
諸
事
情
の
都
合
で
ず
れ

る
事
も
あ
り
ま
す
が
、
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
役
員
の
方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
や
介

護
、
子
育
て
、
孫
の
守
り
等
誠
に
多
用
の
中
で
、
前

記
の
業
務
に
携
わ
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も

時
間
の
調
整
に
苦
労
し
ま
す
。
世
間
と
同
様
高
齢
化

も
進
ん
で
い
ま
す
。
会
員
の
中
で
力
を
貸
し
て
下
さ

る
方
が
あ
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。
是
非
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

光
楓
会
の
業
務
の
一
つ
に
、
三
年
生
が
卒
業
す
る

際
全
員
に
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
昔
は
卒
業
証
書
を
入
れ
る
筒
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
た
の
で
す
が
、
卒
業
証
書
が
小
さ
く
な
り
ア

ル
バ
ム
と
一
緒
に
保
管
出
き
る
の
で
筒
が
不
要
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
皆
勤
賞
も
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
二
十
二
名
、
今
年
は
三
十
六
名
で
大
変
喜
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
周
年
の
大
き
な
節
目
に
は
、
母
校
へ
の

寄
付
も
し
て
お
り
、
五
十
周
年
で
は
食
堂
の
改
装
で

大
が
か
り
な
も
の
で
し
た
。
母
校
の
校
舎
も
老
朽
化

で
傷
み
が
激
し
い
そ
う
で
す
。
一
時
は
校
舎
を
建
て

替
え
る
話
が
出
て
驚
い
た
の
で
す
が
、
府
の
方
に
予

算
が
無
い
か
ら
か
ま
だ
先
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
世

界
の
情
勢
も
不
安
定
で
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

時
代
で
す
が
、
我
が
母
校
で
も
何
が
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
光
楓
会
へ
の
影
響
も
、
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
時
そ
の
時
の
校
長
先
生
に
光
楓
会
を

よ
く
ご
理
解
頂
き
、
相
互
に
協
力
・
支
援
を
し
合
い
、

共
に
発
展
し
て
ゆ
け
る
よ
う
努
力
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
共
、
光
楓
会
へ
の
ご
支
援
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平

素
よ
り
母
校
へ
の
想
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
物
心

両
面
に
わ
た
り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

箕
面
高
校
は
、
こ
の
３
年
間
、
大
阪
府
か
ら
の
指

定
事
業
と
し
て
「
骨
太
の
英
語
力
養
成
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
現
在
箕
面
高

校
は
大
き
な
躍
進
を
果
た
そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

最
も
大
き
な
成
果
と
し
て
は
、
海
外
の
ト
ッ
プ
大
学

へ
の
進
学
が
達
成
で
き
た
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
メ

ル
ボ
ル
ン
大
学
2
名（
世
界
33
位
）を
始
め
、シ
ド
ニ
ー

大
学
３
名
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
１
名
（
と
も

に
世
界
60
位
）
な
ど
、
東
京
大
学
（
世
界
39
位
）
や

京
都
大
学
（
世
界
90
位
）
を
越
え
る
大
学
に
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
国
内
大
学
の
進
学
に

つ
い
て
も
、
過
去
最
高
の
結
果
が
出
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支
援
や

ご
声
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
本
校
の
海
外
短
期
留
学
に
つ
い
て
は
、

同
窓
会
か
ら
の
手
厚
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝

の
言
葉
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
現
在
の
箕
面
高
校
は
補
習
・
補
講

や
長
期
休
暇
中
の
講
習
な
ど
も
極
力
減
ら
し
、
部
活

動
や
課
外
活
動
の
励
行
、
青
楓
祭
（
体
育
祭
・
文
化
祭
）

な
ど
の
更
な
る
充
実
を
図
る
な
ど
箕
面
高
校
が
重
ん

じ
て
き
た
「
自
主
自
律
」「
和
親
協
力
」
の
伝
統
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
阪
府
の
コ
ン
ペ
「
学
校
経
営
推
進
費
」

を
い
た
だ
き
、
古
く
な
っ
た
図
書
館
を
大
き
く
改
装

し
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
のd-school

を
参
考
に
し

た
、
新
し
い
時
代
の
図
書
館
に
設
計
し
な
お
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
た
め
の
空
間
と
し
て
再
設
計
を
い
た
し
ま

し
た
。
現
在
、
学
校
の
み
な
ら
ず
、
社
会
で
最
も
必

要
と
さ
れ
て
い
る
「
21
世
紀
型
ス
キ
ル
」
の
育
成
に

つ
い
て
、
教
職
員
・
生
徒
一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
し
つ

づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
箕
高
生
た
ち
は
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
ず
、
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
恐
れ
ず
、
混
迷
を

深
め
る
世
界
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
逞
し
く
世
界

に
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
更
な
る
活
躍
を

ご
期
待
下
さ
い
。

　

今
後
と
も
光
楓
会
の
皆
様
か
ら
の
多
大
な
る
ご
支

援
・
ご
声
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

現在箕面高校に
勤務されている卒業生の先生方
　こんにちは！ 38期卒業の
谷愛喜子です（旧姓 鎌野）。
　2016年4月より、母校であ
る箕面高校にて国語科の教員
として勤務しております。
　箕面高校での3年間は本当
に楽しくて、今でも私の大切
な思い出です。
　その大好きな母校で今度は
教員としてお世話になること
になり、大変うれしく思って
います。今も昔も箕面高校の
生徒は優しく活気にあふれて
いて、毎日元気をもらいなが
ら勤務しています。
　まだまだ未熟な身ですがこ
れから頑張っていきたいと思
いますので、どうぞよろしく
お願いします。

ご　挨　拶

ご　挨　拶

光楓会会長

金　子　晴　美（四期生）

大阪府立箕面高等学校校長

日　野　田　直　彦

左から順に松田剛志（美術・28期）、
谷愛喜子（国語・38期）、池谷陽平
（英語・35期）、小松弘明（英語・13期）
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　2016年3月6日大阪帝国ホテル吉野の間にて恩師の秋山幸夫先
生、阪口光治先生のお二方をお迎えし第6回箕面高校一期会の集
いを開催しました。
　集まった学友は北海道から、九州から、また海外はフランス
のパリから、スペインのバルセロナから、そしてカナダはオタ
ワからも参加頂き、総勢88名にて盛大に開幕しました。
　当日は亡くなった学友への黙祷を捧げた後、恩師の挨拶を頂
き、パリから帰国参加された山口君の乾杯の発声でスタートし
ました。近況の報告、学生時代の思い出話に花咲かせ、そして
宴会半ばには同窓生4名によるギター演奏となつかしのポップス
を楽しみ最後は全員で校歌を歌って一次会はお開き。その後大
半の方が二次会へ、三次会へと大いに盛り上がりました。
　日ごろは持病の話とか、親の介護の話に終始する我ら60代後
半族がこの日は50年前にタイムスリップし高校3年生の当時に
戻ったように生き生きとして見えました。
　箕面高校一期生のパ
イオニア精神と誇りが
感じられた3時間でし
た。そして次は何年
後？何年後？という催
促の声の中それぞれ再
会を誓って散会しまし
た。
� 戸川　洋一

　2016年12月11日（日）、第2回箕面高校4期生3年4組尾崎学
級同窓会が「箕面観光ホテル“松風の間”」で開催されました。前
回（第1回目、2009年12月13日（日）「ホテルクライトン新大阪」
恩師尾崎先生、男性11名、女性12名参加）から早、7年が経過し、
65才を迎える年になりましたが、男性12名、女性8名、計20名
のクラスメートが集い、恩師尾崎先生を囲み思いで話、近況報
告話に花を咲かせ、楽しいひとときを過ごしました。誠、箕高3
年生にタイムスリップしました。その後、近くのスナックでの2
次会でカラオケを楽
しみました。次回は
5年後に予定。さら
に多くのクラスメー
トと尾崎先生との再
会を楽しみにしてい
ます。それまで皆様、
お元気で！！
� 幹事　 尾　照子

　このたびは、「第2回　箕面高校21期生　同窓会」にお祝い金
をお送り頂きまして、まことにありがとうございました。心よ
り御礼申し上げます。
　おかげさまで、平成27年7月19日（日曜日）に「ホテル阪急
インターナショナル」にて、無事に盛会にて終わりましたこと、
ご報告申し上げます。
　北は北海道から、南は沖縄、また海外からも含めまして恩師5
名様、同窓生150名の合計155名の参加で、開催いたしました。
（10年前の第1回は198名でしたので、少し減少しましたが…）
　会は、代表幹事岸本卓也の開催挨拶に始まり、恩師のお言葉、
乾杯…というオーソドックスな形で進めましたが、久しぶりに
会う同窓の仲間との時間は、あっという間に過ぎ、終電前の3次
会まで8時間は、夢のような時間でした。
　卒業から30年あまり…48歳という年齢になりましたが、同窓
生と会う時間は齢を重ねるごとに、貴重で輝かしい時間になっ
ていきます。
　そのたびに、箕面高校が素晴らしい高校であったと、実感し
ています。
　最後に、温かいお声や応援を頂きました光楓会の皆様、サッ
カー部OB会の皆様、現在の校内写真の撮影許可と校歌のCDデー
タを頂けた前教頭の南野（ナンノ）先生、大変ありがとうござ
いました。
　準備していく中、大変心強かったです。
　まだまだ暑い日々が続きますが、くれぐれもおからだをお大
切に。

平成27年8月20日
第2回箕面高校21期生同窓会実行委員会

　10期生の還暦記念同窓会を平成28年11月12日（土）昼から、
ホテル阪急インターナショナルにて開催し、120名を超える参
加者がありました。恩師も竹内正次先生、池田浩先生、浅野純
民先生のご出席をいただき、盛大に行うことができました。�先
ずは出席者全員で記念写真を撮影し、着席後テーブル毎にクラ
ス写真の撮影を行いました。その後、幹事会代表、末次会長の
挨拶。物故者の冥福を祈り黙祷。竹内先生ご発声による乾杯。
そして、歓談、飲食をしながら過去の同窓会のDVD鑑賞、ビン
ゴゲームで盛り上がりました。途中で1年次のクラスへの席替え
を行い、更に旧交を温めました。また、今回は還暦に因んで、
何か赤色のものを身に付け参加しようと呼びかけ、みんなの投
票でサムシングレッド受賞者を決定する企画も取り入れました。
次回の幹事も決定し、最後に全員で箕面高校の校歌を歌い、再
会を約束し1次会が終わりました。2次会にも90名近い参加者が
あり、その後もグループによっては3次会、4次会と名残尽きな
い1日となり、思い出一杯の還暦記念同窓会となりました。恩師
の先生方、10期生の皆さまありがとうございました。
� 加藤　孝之

〈予告コーナー〉
★６期会のお知らせ
2017年4月8日（土）13：00〜 15：00
母校食堂にて開催　　幹事　潮田　秀一

光楓会では、同期会への支援をしております。
お祝い金10,000円、又は宛名シールを用意します。
同窓会の情報をお寄せ下さい。会報に掲載させて頂きます。

「4期クラス会」

「箕面高校10期生　還暦記念同窓会」「箕面高校第一期生
（昭和41年卒業）同窓会」

「第2回箕面高校21期生同窓会」

同 期 会 報 告
2017
March
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光楓会発会50周年記念パーティーハイライト
平成27年5月10日（日） 　ホテル阪急インターナショナルにて

⑦学校長挨拶
⑧感謝状贈呈
⑨写真撮影

⑩校歌斉唱
⑪閉会

10期4人
組、民謡

研究部

OGバンド
「チャズ

」の演奏
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光楓会発会50周年記念パーティーハイライト
平成27年5月10日（日） 　ホテル阪急インターナショナルにて

①開宴
②会長挨拶
③物故者黙祷

④第50回光楓会総会
⑤乾杯
⑥歓談

プログラム

10期4人
組、民謡

研究部

OGバンド
「チャズ

」の演奏

発会50周年を節目として、これまで光楓会活動に長年貢献いただい
た6人の方に、感謝の意を表して感謝状の贈呈を行いました。そのう
ち、当日に出席された3人の方には会場で贈呈式を行い、昔懐かしい
卒業証書筒にてお渡ししました。

感謝状を贈呈した方（敬称略）
　　・松本　勝彦（第4代会長）	 ・杉迫　義昭（第5代会長）
　　・松尾　光明（第6代会長）	 ・吉田源三郎（故人・旧職員）
　　・杉本　憲治（旧職員）	 ・加集　允子（旧職員）

感謝状の贈呈
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合格者数 主な大学

国
公
立
大

現　役 38名
大阪大、筑波大、大阪教育大、京都教
育大、大阪市立大、大阪府立大、兵庫
県立大、京都市立芸大、等

既　卒 13名 神戸大、信州大、和歌山大、徳島大、
大阪市立大、等

国公立大合計 51名

主
な
私
立
大

現　役 565名 青山大、立教大、関西大、関西学院大、
同志社大、立命館大、産近甲龍、等

既　卒 110名 早稲田大、慶応義塾大、上智大、関西大、
関西学院大、同志社大、立命館大、等

私立大合計 675名

2017年度（本年度）入試　合格者（1月時点）
国際教養大、神戸市外国語大、京都教育大（国公立推薦入試）
また、メルボルン大、シドニー大、クイーンズランド大、等
海外大学への合格者もいます。

　

2
0
1
6
年
度
の
文
化
祭
は

9
月
10
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
、

約
2,
5
0
0
名
の
来
場
者
を

迎
え
ま
し
た
。

　アクティブラーニングなど新しい学びの形に対応できる場所
として図書館を改装しました。大阪府の施策である学校経営推

進費（希望各校のプレゼンテー
ションにより決定、箕面高校は
府内で唯一3年連続獲得）を活

用して、カーペット敷きの床面・
キューブ型チェアを導入。読
書や自習はもちろん、様々な
授業での活用を始めています。中でも英語の授業は多く行われ、
本校の特色の一つにもなっています。

　

光
楓
会
で
も
東
館
１
F
で
光

楓
会
ル
ー
ム
を
開
催
し
、
卒
業

生
を
迎
え
ま
し
た
。
懐
か
し

い
母
校
の
校
舎
や
食
堂
の
メ

ニ
ュ
ー
、
昔
と
変
わ
ら
な
い
生

徒
の
様
子
を
感
じ
、
来
場
さ
れ

た
卒
業
生
の
方
々
も
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
祭　

こ
の
日
は
ま
さ
に
お
祭
り
一

色
、
例
年
、
3
年
生
は
ス
テ
ー
ジ

で
の
演
劇
、
１
・
２
年
生
は
教
室

な
ど
で
の
展
示
や
ゲ
ー
ム
、
飲
食

店
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏

休
み
前
か
ら
各
ク
ラ
ス
や
ク

ラ
ブ
で
企
画
を
練
り
、
箕
面

高
校
生
な
ら
で
は
の
創
意
工

夫
に
あ
ふ
れ
た
楽
し
く
質
の

高
い
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

 2016年度入試　大学合格者数�（重複含む）
進路状況 図書館のリニューアル

〜母校情報〜

全国大会・近畿大会出場クラブ（最近3ヶ年）
2014年度 卓球部	 （近畿大会出場）
 ダンス部	 （全国大会優勝）
 放送部	 （全国大会出場）
2015年度 卓球部	 （近畿大会出場）
 女子ハンドボール部	 （近畿大会出場）
 ダンス部	 （全国大会優勝）
2016年度 卓球部	 （近畿大会出場）
 女子ハンドボール部	 （近畿大会出場）
 ダンス部	 （全国大会優勝）
 放送部	 （全国大会出場）

母校では現在、体育系18、文化系15、計33のクラブが活
動し、青春を謳歌しています。全国以上の大会に出場し
たクラブには光楓会からお祝い金を贈っています。
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旧　職　員
井　上　泰　子�（旧職員）
池辺（堀部）恭子�（旧職員）
石　山　邦　彦�（旧職員）
大久保（今井）智子�（旧職員）
加　集　允　子�（旧職員）
久　保　彰　男�（旧職員）
小　池　瑛　蔵�（旧職員）
小　林　宏一郎�（旧職員）
阪　口　光　治�（旧職員）
菅　沼　良三郎�（旧職員）
杉岡（鹿子嶋）和子�（旧職員）
辰　田　　　稔�（旧職員）
利　根　久　栄�（旧職員）
中　西　由　伸�（旧職員）
松　井　伸　英�（旧職員）
村上（井上）万里�（旧職員）
村　岡　輝　一�（旧職員）
山　本　一　寿�（旧職員）
渡　辺　弘　志�（旧職員）

正　会　員
松村（伊藤）節子�（1期①）
大　野　朱　美�（1期①）
稲葉（木原）民江�（1期①）
岩　佐　　　環�（1期②）
井上（森田）明美�（1期③）
猿田（松井）順子�（1期④）
引地（立津）都子�（1期⑤）
松　本　勝　彦�（1期⑤）
川口（森井）教子�（1期⑤）
和　栗　　　清�（1期⑤）
大津（千知岩）涼子�（1期⑥）
廣岡（山口）正子�（1期⑥）
吉成（京極）豊美�（1期⑦）
川　瀬　昌　弘�（1期⑧）
瀬古（神野）恵子�（1期⑧）
杉　迫　義　昭�（1期⑧）
吾郷（東谷）成子�（1期⑨）
岡　田　和　夫�（1期⑩）
余　田　　　淳�（1期⑩）
中　園　朋　宏�（1期⑪）
東　田　司　郎�（1期⑪）
前　田　景　子�（2期①）
天　野　　　隆�（2期③）
上田（尾西）功子�（2期③）
後　藤　正　裕�（2期④）
手島（小菅）サク子�（2期⑤）

佐野（竹林）和美�（2期⑤）
大本（梅村） 里�（2期⑦）
川　畑　雅　隆�（2期⑨）
中　川　義　春�（2期⑩）
吉　田　勝　明�（2期⑩）
植　田　富　雄�（2期⑪）
加　集　資　朗�（2期⑪）
田　中　　　篤�（2期⑪）
栗原（河居）八重子�（3期①）
並木（和田）良子�（3期①）
片田（松栄）康子�（3期②）
林（中村）信江�（3期③）
齊　藤　　　徹�（3期④）
織　田　康　男�（3期⑤）
山室（中道）昭代�（3期⑧）
迫　田　英　行�（3期⑨）
能　勢　勝　義�（3期⑩）
蛭子谷　　　治�（3期⑩）
藤本（吉田）真弓�（4期①）
前田（石原）惠子�（4期②）
金　子　晴　美�（4期②）
佐川（村上）晴美�（4期②）
榎　原　　　敏�（4期③）
竹　原　　　暁�（4期③）
野　田　　　俊�（4期③）
橋　口　信　行�（4期③）
天　野　隆　生�（4期④）
大　橋　健　二�（4期④）
滝　　　慎一郎�（4期④）
山田（米田）豊子�（4期④）
渡　辺　宗治郎�（4期④）
和　泉　正　憲�（4期⑤）
北　沢　　　猛�（4期⑥）
長谷部（森本）裕子�（4期⑥）
宮川（水嶋）明美�（4期⑦）
板　垣　　　健�（4期⑧）
佐　野　眞　士�（4期⑧）
野　村　美　明�（4期⑧）
有　沢　一　能�（4期⑨）
坂　本　潤　一�（4期⑨）
下谷（坂本）和寿子�（4期⑩）
宍　戸　俊　夫�（4期⑩）
松　尾　信　一�（4期⑩）
君塚（宮崎）理絵�（5期②）
藤本（永田）栄子�（5期③）
片岡（井上）葉子�（5期④）
岡　崎　忠　秀�（5期④）
青木（菅谷）優子�（5期⑤）

篠　原　和　彦�（5期⑦）
山　田　　　孝�（5期⑦）
大　森　保　男�（5期⑧）
津　留　和　夫�（5期⑧）
西　村　一　郎�（5期⑧）
長谷川　眞　一�（5期⑨）
藤　原　功　三�（5期⑨）
別府（照）真智子�（6期①）
本間（平林）晶子�（6期①）
小倉（中田）清子�（6期②）
富　田　謙次郎�（6期③）
成田（藤井）玲子�（6期③）
田　尻　健　行�（6期⑥）
大山（向山）恵子�（6期⑥）
川　村　篤　彦�（6期⑦）
修理田　　　勉�（6期⑦）
林　　　　　清�（6期⑦）
多　田　　　実�（6期⑧）
吉　川　岳　男�（6期⑧）
黒田（安東）朋子�（6期⑨）
古　賀　勇　隆�（6期⑨）
紅山（青木）美知子�（7期②）
葊井（今倉）昌子�（7期②）
井　草　玲　子�（7期④）
玉井（藤田）季子�（7期⑥）
濱　口　直　巳�（7期⑧）
菅　　　哲　也�（7期⑨）
青　山　哲　宏�（7期⑩）
藤　井　清　隆�（7期⑩）
森　嶋　孝　文�（7期⑩）
赤坂（山道）和子�（8期①）
田中（苗代）啓子�（8期③）
吉川（中島）千惠子�（8期③）
今　村　武　司�（8期④）
小　林　　　稔�（8期④）
右立（三好）ます江�（8期⑤）
岡　田　大　介�（8期⑥）
志　村　将　郎�（8期⑧）
西　野　俊　治�（8期⑨）
穴瀬（河井）弘子�（8期⑩）
池　田　直　也�（9期③）
落合（栗田）恵美子�（9期⑤）
田畑（藤田）永都子�（9期⑤）
黒木（碇谷）洋子�（9期⑥）
小笠原　　　肇�（9期⑧）
北　山　信一郎�（9期⑩）
小　坂　淳　彦�（9期⑩）
寺　岡　　　明�（9期⑩）

廣　本　　　禎�（9期⑩）
谷口（青山）裕子�（10期①）
植田（黒岩）勢津子�（10期①）
戸田（越智）薫�（10期②）
橋爪（平井）啓子�（10期②）
今村（川上）百合子�（10期④）
伊差川　　　朗�（10期⑤）
桐　山　健　一�（10期⑩）
青木（堂後）昌代�（11期②）
大　岡　修　平�（11期⑥）
久　保　行　紀�（12期③）
山　根　光　行�（12期⑤）
岸　田　　　卓�（12期⑨）
越　村　雅　人�（12期⑨）
白　木　一　則�（12期⑩）
阿部（織田）篤子�（13期①）
中　村　　　剛�（13期①）
若　松　　　衛�（13期③）
松　下　英　志�（13期⑨）
古　城　理　恵�（14期①）
北　川　正　治�（14期④）
松　本　かおり�（14期⑥）
福井（下浦）聖子�（14期⑧）
坪　田　敏　男�（14期⑩）
森田（佐々木）恵�（15期①）
山　本　　　茂�（15期④）
谷　（東）　香里�（15期⑥）
伊　藤　博　美�（15期⑨）
米　田　　　円�（15期⑨）
葭　井　功　治�（15期⑩）
名　越　良　昌�（16期②）
鈴木（柚野）伸子�（16期④）
井　上　洋　光�（16期⑤）
亀　山　周　郎�（16期⑩）
角　田　光　弘�（16期⑩）
溝　口　泰　司�（16期⑩）
堂跡（池村）美和�（17期①）
村　上　宣　幸�（17期②）
和泉（梅澤）裕美�（17期⑤）
寺西（岸上）美砂子�（17期⑥）
桑　野　真　浩�（17期⑨）
小　林　敦　志�（17期⑩）
大　森　貴　子�（18期⑧）
木　原　和　恵�（18期⑧）
佐　藤　浩　光�（18期⑨）
池　田　幸　政�（18期⑩）
前田（石橋）直子�（19期⑧）
森（藤本）陽子�（19期⑧）

宮原（鈴木）るみ子�（20期⑦）
山　中　剛　司�（20期⑩）
水　野　正　士�（20期⑪）
瀧　川　洋　一�（20期⑫）
嶋田（田中）啓子�（21期②）
武　田　直　樹�（21期②）
中　本　　　浩�（21期②）
花　房　久　恵�（21期③）
千　布　正　英�（22期④）
平　井　智　師�（22期⑥）
藤　本　守　之�（22期⑥）
加　島　忠　之�（22期⑫）
辻　　　寿　憲�（23期⑥）
植田（岩元）敬子�（23期⑨）
中野（奥村）友何�（24期①）
中　田　義　仁�（24期③）
片　山　譲　治�（24期④）
後　藤　隆太郎�（24期⑫）
白　石　幸　平�（25期①）
飯田（大坂）志保�（26期②）
森　岡　　　恵�（26期③）
関　　　麻　美�（26期④）
山　崎　美　和�（27期①）
荒　　　高　弘�（27期⑥）
白　崎　強　史�（27期⑬）
松　下　正　樹�（27期⑭）
永　井　晴　敏�（28期⑥）
中　川　雅　央�（29期⑫）
石破（江角）はな恵�（31期③）
加　藤　正　利�（33期③）
廣　田　　　学�（33期④）
平　井　健　介�（34期③）
中　島　　　建�（34期⑩）
岡　本　真理子�（36期⑩）
村　上　　　遼�（38期⑥）
小　谷　周　平�（40期④）
西村（熊本）洋子�（40期⑦）
久布白　兼　紀�（43期③）
坪　谷　直　弥�（45期③）
宇都宮　万梨亜�（48期①）
久布白　兼　明�（48期⑤）
平　瀬　友　己�（49期⑤）
橋　川　周　也�（49期⑦）
匿　名　希　望� １名

総　数　　　233名
◆ご協力　ありがとう
　ございました◆

会報発行協力金振込者名簿（光楓会報「臨時号」発行以降）
2017年2月6日現在（敬称略）

2015年度　光楓会　一般会計決算報告書
【単位：円】

収入総額 2,498,600
支出総額 2,285,867
差引残額 212,733（次年度繰越金）

【収入の部】
科　　　目 予　算　額 決　算　額 増　　　減 摘　　　要
前年度繰越金 448,401 448,401 0
本年度入会金 1,800,000 1,800,000 0 5,000円×360人（50期生）
総会準備金 190,000 190,000 0
雑 収 入 1,599 60,199 58,600 パーティー寄付金・預金利息

計 2,440,000 2,498,600 58,600

【支出の部】
科　　　目 予　算　額 決　算　額 残　　　額 摘　　　要
事 務 費 150,000 142,068 7,932 通信・会議費等

組織充実費 50,000 28,715 21,285 50期生卒業アルバム代（保
存用）1・21期会お祝い金

慶 弔 費 10,000 0 10,000
総 会 費 890,000 875,608 14,392 第50回総会記念パーティ・文化祭
記 念 品 費 140,000 111,054 28,946 50期卒業皆勤記念品・皆勤賞
生徒活動補助 100,000 50,000 50,000 ダンス部・放送部
転退職記念品料 100,000 153,000 △53,000
海外語学研修補助 150,000 0 150,000
特別会計積み立て 300,000 500,000 △200,000
光 楓 会HP費 30,000 5,142 24,858 維持費等
会報発行金 400,000 395,480 4,520
貸金庫手数料 20,000 19,800 200
予 備 費 100,000 5,000 95,000 山村元校長先生お香典

計 2,440,000 2,285,867 154,133

以上の通り、一般会計・特別会計の決算報告をいたします
　2016年5月14日 会　　計　　黒田　朋子

監査の結果、正確に出納されていたことを確認しました
　2016年5月14日 会計監査　　小松　弘明
 会計監査　　古川　智子

2016 〜 2017年度　光楓会役員
役　職 期 名　　　前

会 長 4期2組 金　子　晴　美

副 会 長
4期1組 山　口　まゆみ

10期6組 加　藤　孝　之
20期4組 山　口　雅　代

会 計 6期9組 黒　田　朋　子

会計監査
13期2組 小　松　弘　明
35期2組 池　谷　陽　平

書 記
28期6組 松　田　剛　志
33期4組 廣　田　　　学

特別理事
1期5組 松　本　勝　彦
1期8組 杉　迫　義　昭
9期8組 松　尾　光　明

理 事

6期7組 岡　本　眞　弘
10期8組 森　　　勇　人
14期3組 河　田　　　慈
17期4組 古　川　智　子

顧 問

13期2組 小　松　弘　明
28期6組 松　田　剛　志
35期2組 池　谷　陽　平
38期5組 谷　　　愛喜子

2015年度　光楓会　特別会計（積立金）決算
【単位：円】

　　　　　収入総額 10,298,028　　　　　　　　
　　　　　支出総額 0　　　　　　　　
　　　　　差引残額 10,298,028（次年度繰越金）
【収入の部】

科　　　目 収　入　額 備　　　考
前年度繰越金 9,796,435
一般会計より 500,000 一般会計より
雑 収 入 1,593 利子等

計 10,298,028

【支出の部】
科　　　目 支　出　額 備　　　考

0
計 0
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第17号の会報誌より「A4サイズ／ 8ページ」となり、
多くの情報を掲載することが可能となりました。
母校の現状や光楓会活動の様子などを知って頂き、
光楓会員相互の絆がより一層深まれば幸いと考え
ております。

◆同窓会の名前を用いて、新聞への広告依頼や
さまざまな勧誘の電話があるようです。このよ
うな業者と同窓会は無関係であり、同窓会が正
式に契約しているのは㈱サラトのみです。どう
か、対応にご注意いただき、不審な電話にはきっ
ぱりとお断りいただきますようお願い致します。

ご注意下さい!!

　発会50周年も終わり、卒業生もだんだ
ん増えて今年は52回目の総会を迎えます。
　たくさんの卒業生の皆様に、一度是非
総会に来て頂きたいと思います。
　総会だけしてるんじゃないの？とか役

員だけなんじゃないの？とか思われていませんか？
　卒業して20年目の期の方には卒業成人式として葉
書を出させて頂き、総会で集まって頂いております。
　同窓会を開くお手伝いや、学校の今を知って頂いた
りしております。又文化祭の折には光楓会ルームを開
放して、会員の皆様の交流の場にして頂きたくお気軽
にお立ち寄り下さい。お待ちしております。
　お友達の顔を思い出して会いたくなった時、ちょっ
と光楓会の事も思い出してもらえたら嬉しいです。

連 絡 先

〒562−0004　箕面市牧落4−8−66　箕面高等学校内　光楓会宛
E-mail：office@minoh-kofukai.gr.jp

編集
後記

この度、光楓会ホームページのアドレスを変更しました。

h t tp : / /m inoh -ko fuka i . g r . j p
今までホームページでの情報提供が滞りがちでしたが、これからは更新頻度の向上に努めてまいります。

あわせて、光楓会の問合せのメールアドレスも変更しました。
メールでのお問合せやご連絡は、下記へお願いします。

o f f i c e@minoh -ko fuka i . g r . j p

・同期会、クラブOB・OG会、クラス会等情報をお寄せください。
　今後の活動の参考にさせていただくとともに、次号の会報に掲載
させていただきます。

・光楓会から各期会の支援について
　光楓会員が同期会を開催する場合に支援をしています。支援内容
はお祝い金、又は宛名シールの打ち出し（名簿管理会社㈱サラトに
依頼）ですが、開催準備や会場などもお気軽にご相談下さい。なお、
支援を受けた同期会は報告をお願いいたします。
　支援をご希望される方は光楓会にお問合せください。（各役員宛も
OKです）

その他お知らせ

　平成25年10月に名簿第8号を発刊いたしました。その際かなりの
調査を行いましたが、まだ約6,700名の住所不明者がおられます。友
人･知人･先輩･後輩でこの会報が届いていない方は、住所不明者です。
もしこの会報が届いていない同窓生がおられましたら、至急光楓会
までご連絡下さい。ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

住所不明者調査にご協力を！

光楓会報の発行は、卒業生の皆様方からの協力金に
よって支えられています。

同封の振込用紙にてお振り込みください。
これからも引き続いて定期的に光楓会報が発行できる
よう皆様のご協力をお願いいたします。

2,000円 より

【協力金のお願い】

平成30年度中に名簿第９号の発刊を予定してい
ます。平成29年度からは同窓生の所在確認の案
内が㈱サラトより届きますので、ご協力をお願
いします。

光楓会のホームページアドレスが変更！

平成18年度から名簿管理及び、
　　光楓会報の作成・発送を

㈱サラトに委託しています。


